保育における「主体」という言葉についての考察Ⅳ　―平成元年幼稚園教育指導書の分析を通して― by 片川 智子
鶴見大学紀要，第54号，第3部，39−47，2017．
−　 −39
1．問題の所在とこれまでの研究経過
　保育において、「子どもの主体性」や「子どもの主体的な
活動」、「子どもを主体として尊重すること」等は重要な事
柄として周知されている。幼稚園教育要領第1章総則第1「幼
稚園教育の基本」の中で「幼児は安定した情緒の下で自己
を十分に発揮することにより発達に必要な体験を得ていく
ものであることを考慮して，幼児の主体的な活動を促し，
幼児期にふさわしい生活が展開されるようにすること。」と
書かれ、重視して教育を行わなければならない事項の1つと
して掲げている。また、保育所保育指針では第一章総則3
「保育の原理」（2）「保育の方法」の中で、ア「一人一人の
子どもの状況や家庭及び地域社会での生活の実態を把握す
るとともに、子どもが安心感と信頼感を持って活動できる
よう、子どもの主体としての思いや願いを受け止めること。」
及びオ「子どもが自発的、意欲的に関われるような環境を
構成し、子どもの主体的な活動や子ども相互の関わりを大
切にすること。」とある。それぞれ、幼稚園教育及び保育所
保育の基本的な在り方を示す重要な箇所に明記されている
事柄である。
　筆者は、保育において「主体」という言葉を重視しなが
らも、自身が明確に理解できていないと認識すると共に、
十分に共通理解された言葉ではないように感じており、そ
のような状況の中で「主体」という言葉を重要かつ自明の
ものとして扱ってしまうことに危険性を感じていた。なぜ
ならば、子どもの主体性を自明のものと思い込んでしまう
と、どのような実践であろうと主体性という観点からその
実践を点検することは出来なくなってしまうからである1）。
実践検討に関しては、平成2年に、森上が、子どもの主体
性を大事にした保育を展開すると言いながら子どもの主体
的活動になっていない実践があること、一見子どもがイキ
イキとしているように見えて実は自分で考えていないこと
もあり、見極めが必要だと述べている2）。
　保育における「主体」「主体性」「主体的」（以降、「主体（性
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／的）」とする）という言葉を巡っては、小倉が平成元年以
降の言説を対象に考察を行っており、同じく「子どもの『主
体性』とは何か、子どもの『主体性』を大切にした保育が
どのようなものであるかについて明確には述べられていな
い。」とし、「その解釈は、保育者個々の裁量に委ねられて
おり、明確な指標のないままに実践がなされてきた。」と述
べている3）。
　筆者は前述した問題意識から、保育における「主体（性
／的）」という言葉の使われ方について研究を進めてきた。
まず、現行の幼稚園教育要領及び保育所保育指針にある「主
体（性／的）」という言葉は曖昧であること、この言葉が保
育において公的に初出したのは平成元年の幼稚園教育要領
であること、この時の幼稚園教育指導書には十分な説明が
なされていないことを示した。
　また、平成元年当時の教育要領解説等の文献から、この
言葉が多義的であり、主に以下の6つの要素が含まれること
を示した。
　①子どもが興味、関心、意思をもつこと
　②その活動中、また活動を通じて充実感を味わうこと（活
動とは生活も遊びも含む）
　③子どもが自ら行動する、活動を生み出す、展開する、
自主的にしようとすること
　④その活動や展開に意欲をもつ、子どもにとって意味あ
るものになっていること
　⑤その活動を意味あるものと認識し、必要感をもつこと
　⑥何らかの行為を行ったり、意思をもつ者として、個の
存在として捉える視点
　加えて、要素⑥は①～⑤の前提となるものであることを
明らかにし、保育実践事例を用いて検討を行った4）。
　これらは「主体（性／的）」に含まれる要素を見出すこと
を目的に行った分析であるが、そもそもこの言葉は曖昧で
あり十分説明されていないとすれば、本研究ではその前提
に立ち、この言葉そのものではなくこの言葉の周辺の言説
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からその特性を浮き上がらせるものとする。本論に入る前
に、「主体」という言葉の一般的定義を確認しておく。「主
体」とは「性質、状態、作用の主／主観と同意味で、認識し、
行為し、評価する我を指すが、主観を主として認識主観の
意味に用いる傾向があるので、個体性、実践性、身体性を
強調するために、この訳語を用いるに至った／集合体の主
要な構成部分」（広辞苑第6版より抜粋）と定義される言葉
であり、「主体的」とは「ある活動や試行などをなす時、そ
の主体となって働きかけるさま。他のものによって導かれ
るのでなく、自己の純粋な立場において行うさま。」（同上）
とある。
　なお、本研究で対象としたのは「主体（性／的）」という
言葉が初出した平成元年の「幼稚園教育指導書」であるが、
保育指針においても同じく重視されていることや、本研究
の問題意識としての保育実践における検討は、幼稚園でも
保育所でも同じく重要であることから、保育実践とは幼稚
園、保育所、認定こども園等集団保育施設で行われる保育
の実践を指す。このような認識であるため、本研究では文
献や資料からの引用は「幼児」「教諭」等原文通りの表記とし、
その他の部分は「子ども」「保育者」と表記することとする。
2．本研究の目的
　前述の「主体（性／的）」という言葉の解説部分に表さ
れた6つの要素は、この言葉自体が表す内容を明らかにする
ために、この言葉に含まれる要素として抽出したものであ
る。その結果、「主体（性／的）」という言葉の多義性が明
らかとなった。一方で、これらの要素は必要条件ではなく
その関連性は明らかになっていなかった。加えて、分析対
象とした文章が「主体（性／的）」を含む一文～一段落と
断片的であり、前後の文脈を含む分析ではなかった。
　また、前述のように、平成元年当初の解説書等では「主
体（性／的）」という言葉の示す内容は明確ではない。そこで、
本研究では「主体（性／的）」という言葉の内容そのもので
はなく、平成元年の幼稚園教育指導書における「主体（性
／的）」を取り巻く言説を分析することで、この言葉に関連
する事柄を明らかにし、またその事柄の関連性を考察する。
これらを通して保育における「主体（性／的）」の特性を浮
き彫りにすることを目的とする。
3．研究の方法
　平成元年の幼稚園教育指導書より、「主体（性／的）」と
いう言葉を含む文章を対象に分析を行った。分析方法は以
下の通りである。対象とした文章は、「主体（性／的）」と
いう言葉を含む一段落を原則としたが、文脈から前後の段
落が直接関連する場合には、その段落も対象として抜き出
した。その結果、22の文章のまとまりが分析対象となった（資
料1）。
1）対象の文章から、演算的推論により「主体（性／的）」
という言葉と関連の強い事柄または重要と考えられる事
柄を取り出す。
　具体的には、対象の文章から、幼稚園教育要領総則等
に記載される等重視されるキーワードを中心に語句を抽
出し、それぞれの出現数を確認する。
　各語句の出現数は、多いほど「主体（性／的）」と関
連が強いと考えられるが、これは結びつきやすい語句で
あり、重要度が高いとは限らない。そのため、語句の出
現数と、出現数が少なくても保育において重要とされる
事柄を考慮し、幼稚園教育指導書において「主体（性／
的）」と関連の深い事柄を抽出する。
2）対象となる22の文章を、要約や言い換え等を行って要
点を表し、その内容を帰納的に分析する。要点にまとめ
る作業は、時間を空けて3回行った。
3）これらの結果から、幼稚園教育指導書において「主体（性
／的）」がどのように位置づけられていたのかを考察する。
　なお、幼稚園教育指導書では、「主体」のみの記載はな
いため、「主体性」と「主体的」の2語を扱う。
4．「主体（性／的）」に関連する事柄
　分析対象とした22の文章から、「主体（性／的）」を取り
巻くキーワードとして、19の語句を抽出した。語句と、そ
の出現数（カッコ内）は以下の通りである（表1参照）。
　「環境」（35）、「活動」（34）、「展開」（23）、「発達」（21）、
「かかわる、かかわり、かかわって等」（17）、「体験」（12）、
「自分から、自ら、自分で」（10）、「興味」（8）、「意欲」（7）、
「関心」（6）、「直接」（6）、「充実感、充実」（6）、「態度」（5）、
「遊び」（5）、「安定」（5）、「心情」（3）、「身に付けていく」（3）、
「満足」（2）、「安心」（1）
　このことから、「主体（性／的）」と関連する事柄として
次の9つが考えられる。
ア）子どもと環境との相互のかかわり
イ）幼児が活動を展開すること
ウ）発達を促すということ
エ）自主性、自発性
オ）興味や関心をもつこと
カ）意欲をもつこと
キ）充実感や満足感
ク）安定、安心すること
ケ）保育者の存在、保育者との関係
　以下、引用文は全て幼稚園教育指導書の文章であり、（ペ
ージ）は同書の該当ページ数である。
ア）子どもと環境との相互のかかわり　に関して
　「環境」という語句は、抽出語句の中では一番頻出してい
る。指導書に「生活を通して幼児が周囲に存在するあらゆ
る環境からの刺激を受け止め、自分から興味をもって環境
にかかわることによって」（p22）とあるように、環境にか
かわるだけでなく刺激を受け止める、即ち相互のかかわり
があることが分かる。また環境には物的環境も人的環境も
含む。そのため、「幼児同士のコミュニケーションを図った
り、幼児の発想や活動を交流させたりすることも欠くこと
ができない」（p69）といった他児とのかかわりや、保育者
とのかかわりもこれにあたる。
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　また、環境にただかかわるのではなく、多くの箇所で、
子どもの自発性や興味関心と共に記述されており、これら
が重要なポイントとなっている。特に「自分から」という
語句は、10箇所中7箇所が環境や物事にかかわるという文
章とセットになっている。加えて、子どもからの環境への
かかわりに関しては、「幼児期は、生活の中で、自発的、主
体的に環境とかかわりながら直接的・具体的な体験を通し
て」（p42）など、直接的な体験とも関連づけられる。
イ）幼児が活動を展開すること　に関して
　「活動」という語句は、抽出語の中で2番目に多い語句で
あり、特徴として34箇所中16箇所が「展開」という語句と
セットになっている。また、「展開」という語句は、3番目
に多く、23箇所中19箇所は主語が幼児となっており、活動
を展開するのは子どもであるということが明確に示されて
いる。
　また、例えば「自分から興味をもって環境にかかわるこ
とによって様々な活動を展開し」（p22）とあるように、子
どもが自ら環境にかかわることで活動を展開していくこと
が分かる。
ウ）発達を促すということ　に関して
　「発達」を含む文章に焦点を当てると、「主体（性／的）」
な生活、活動の先に結果として発達が想定されていること
が分かる。例えば、「その環境にかかわって幼児が主体性を
十分に発揮して展開する生活を通して、望ましい方向に向
かって幼児の発達を促す」（p22）、「自分の興味や関心に基
づいた直接的具体的な体験を通して発達に必要な様々な力
を獲得していく」（p26）などがある。
　一方、「その環境が発達に応じたものでなかったり、活
動に対して適切な指導が行われなかったりすれば、幼児の
興味や関心は引き起こされず」（p82）とあるように、子ど
もが主体的に環境にかかわるといった場合には適切な環境
は、その子の発達の実情によって変わる。
エ）自主性、自発性　に関して
　「自分から」という語句は、10箇所すべてが環境にかか
わることと活動を展開することに係っていることから、子
どもの活動の多くが、自発性、自主性を大切にされている
ことが分かる。
　「教師の援助は（略）、あくまでも幼児が自分で活動を展
開し、ねらいを達成していけることに向けて行うことが大
切である」（p91）とあるように、重要度の高いものである。
オ）興味や関心をもつこと　に関して
　「自分の興味や欲求に基づいた直接的・具体的な体験を
通して」（p22）、「自分から興味や関心をもって環境に主体
的、意欲的にかかわり」（p26）など、興味や関心が体験や
環境にかかわる際の動機となっていることが分かる。また、
これらの文章からも、興味や関心は外から与えられるもの
ではなく、子ども自身から生まれるものであることが明ら
かである。
カ）意欲をもつこと　に関して
　「自分から興味や関心をもって環境に主体的、意欲的に
かかわり」（p26）、とあるように、意欲をもつことは環境に
かかわる態度であると同時に、「幼児が他の幼児とかかわり
合いながら主体性を発揮して生活を営むことは、物事に取
り組む意欲や態度を育てる上できわめて重要な意味をもっ
ている」（p82）とあるように、主体性を発揮した生活の先
に意欲が育つということもいえる。これは、心情・意欲・
態度を培うという保育のねらいとも合致する。
キ）充実感や満足感　に関して
　「充実感」や「満足感」という語句は、それほど多い出現
数ではないが、主体的な活動に密接した心の動きであるこ
とが読み取れる。例えば、「幼児が主体的に環境とかかわっ
て十分に活動を展開できるようにし、充実感や満足感を味
わえるようにする必要がある。」（p26）、「教師の指示だけに
従って行うものであったりすれば、自分で周囲のものに働
き掛けようとする意欲が育てられなかったり満足感や充実
感が伴わない」（p82）という文章から、主体的な活動に伴
うものであると考えられる。
ク）安定、安心すること　に関して
　「安定」や「安心」という語句は、出現数としては比較的
少ないが、主体性を発揮するための必要な事柄として示さ
れており、その重要性が分かる。「安心感が得られると、自
分から周囲に働きかけ安定して活動に取り組むようになる」
（p75）、「幼児が主体性を発揮して幼稚園生活を営むために
は、教師と幼児の間に信頼関係が築かれ、幼児の情緒が安
定していることが必要である」（p75）など、「主体（性／的）」
になるための必要条件であるように読み取れる。
　また、表1にある出現数の内訳から分かるように、出現箇
所が文章⑥と⑯に固まっている。これは、特に保育者との
関係の深まりに関する内容の文章であり、主体性を発揮す
るための基盤となる「安定」や「安心」は保育者とのかか
わりと密接に関連しているといえる。
ケ）保育者の存在、保育者との関係　に関して
　保育者とのかかわりについては、ア）子どもと環境との
相互のかかわりとしても取り上げているが、ここでの保育
者の意義は、子どもが自分からかかわる環境としてではな
く、主体性を発揮するための基盤となるような保育者との
関係を指す。
　保育者との関係は抽出語句にはしていないが、ク）安定、
安心すること、で述べたように、「安定」や「安心」は保育
者との関係と密接にかかわっている。「幼児は、自分が教師
にいつも温かく見守られ、受け入れられているという安心
感が得られると」（p75）とあるように、「安定」や「安心」
は保育者との関係から得られるものであると記されている。
　これら「主体（性／的）」に関連する9つの事柄は、同じ
文章から複数の事柄が抽出されていることからも、別々の
事柄ではなく関連し合い、重なり合っているといえる。
　続いて、これらがどのように関連し合っているのかを、
分析対象である22の文章から考察したい。
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5．「主体（性／的）」に関連する事柄の関係性
1）各文章の要点に共通する流れ
　資料1の右欄は、指導書から抜き出した「主体（性／的）」
を含む文章を、要約したり言い換えたりするなどして要点
としてまとめたものである。これを見ると、「主体（性／的）」
という言葉に関連して、同じような内容が繰り返し記され
ていることが分かる。
　例えば、文章①の要点は「環境にかかわって幼児が主体
性を十分に発揮して展開する生活とは、生活を通して幼児
が周囲に存在するあらゆる環境からの刺激を受け止め、自
分から興味をもって環境にかかわることによって様々な活
動を展開し充実感を味わうという体験である」であり、文
章⑧は「周囲のものに働き掛けようとする意欲、満足感、
充実感が着実な発達につながる。幼児が自分から周囲の環
境とかかわり、活動を展開する充実感を十分に味わうこと
が大切であり、主体性を発揮して生活を営むことは、意欲
や態度を育てる」と読み取れる。これは、4．で挙げた各事
柄とも重なる。
　概ね、他の文章の要点でも、子どもが興味をもつこと、
環境にかかわること、活動を展開することなどが示されて
いるが、これらの要点はほぼ同じ関係性と流れがあること
に気づく。それは、子どもが環境に興味をもち→自ら環境
にかかわり→活動を展開し→充実感を味わうという連続の
中で主体性を発揮し、結果として発達が促されていくとい
うことである。ここで育つことの一つとして意欲が挙げら
れている。
2）「主体（性／的）」を取り巻く流れに加えて
　しかし、これらの要点は全く同じではない。例えば、文
章⑤では身近な物や出来事（環境）などが幼児の生活に意
味をもつことや、幼児同士のコミュニケーション、教師の
環境的役割の重要性が記されている。文章⑩では幼児がか
かわる環境がどのようなものかが重要であり、保育者の環
境構成が焦点化される。また、文章⑦では、幼児の発想や
展開された活動を大切にするための環境の再構成にも触れ
られている。
　加えて、文章⑥では教師との信頼関係が築かれ、幼児の
情緒が安定していることが必要と記され、「主体（性／的）」
の基盤として保育者との関係と情緒の安定が挙げられてい
る。
3）  9つの事柄の関係性
　これらを整理すると、子どもは情緒の安定を前提として、
環境からの刺激を受け止め、興味関心をもち、自ら環境に
かかわって活動を展開し、そのことが更なる意欲を育て、
興味関心を広げ深めていくという循環を通して結果として
発達していく、という構造が浮き彫りになる。そして環境
は保育者によって構成され、また実態に合わせて再構成さ
れるということである。ここには、子どもの直接的間接的
環境への働きかけも含まれる。これらは、「主体（性／的）」
に関連する9つの事柄と重なることから、事柄同士がこのよ
うな関係性にあると考えることができる。
抽出語環境 活動 展開 発達
かかわる等
体験
自分から等
興味 意欲 関心 直接
充実（感）
態度 遊び 安定 心情
身に付いて
満足 安心
① 8 1 2 6 4 2 2 2 1 0 1 2 1 0 0 1 1 0 0
② 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0
③ 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 4 0 0 1 0 0
④ 1 0 1 1 1 2 0 0 2 0 1 0 2 0 0 2 1 0 0
⑤ 4 3 0 0 0 1 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
⑥ 0 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1
⑦ 5 5 5 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
⑧ 3 7 2 5 3 1 3 2 2 2 0 2 1 0 0 0 0 1 0
⑨ 2 3 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑩ 3 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑪ 2 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑫ 3 4 2 0 2 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
⑬ 0 1 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑭ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
⑮ 2 3 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑯ 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 3 0 0 0 0
計 35 34 23 21 17 12 10 8 7 6 6 6 5 5 5 3 3 2 1
＊丸数字は（資料 1）の文章番号に対応している。
（表 1）
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　この循環を次の（図1）に示した。
6．幼稚園教育指導書から読み取る「主体（性／的）」の
　　特性
1）日々の連続性の中で捉える
　以上から、幼稚園教育指導書に記された「主体（性／的）」
の特性が一つ明らかになる。それは「主体（性／的）」は
生活の連続性の中にあるということである。子どもは、環
境と相互にかかわりながら活動を展開し、興味を広げたり
深めたりしつつ環境とのかかわりを繰り返していく。この
循環の中で主体性を発揮しているのである。
　そうだとすると、保育実践において「主体（性／的）」
な在り方とは、ある場面だけを取り出して検討されるよう
な性格のものではないと考えられる。文章⑮には「幼児の
主体的な営みを十分に生かし、その中で発達に必要な体験
が得られるようにするには、幼児の行う様々な活動がどの
ような背景の中で生まれ、どのような意味をもつかとい
うことを把握して指導に生かしていくことが大切である。」
（p106、下線は筆者）とある。活動の背景は、それまでの
生活や保育者との関係、他児との関係や環境のありような
ど様々である。また、その活動が次の展開にとって、その
後の生活にとって、その子にとってどのような意味をもつ
のかは、その後の日々の中で見えてくることもあるだろう。
　日々の生活の連続性の中で検討するとは、日々の生活の
中で、保育者との関係を築き安定しているか、これまで環
境からどのような刺激（影響）を受け止めてきているか、
どのような興味関心をもち、環境にかかわっているのか、
その活動をどのように展開し、それがどのような意味をも
つのか、などを検討するということである。「主体（性／的）」
とはそのような包括的な視点で捉えるものであろう。
2）  6つの要素と照らし合わせての考察と今後の課題
　1．問題の所在とこれまでの研究過程で述べたように、
筆者は以前の研究において、「主体（性／的）」の解説に見
られた要素として以下の6つを示した。
　①子どもが興味、関心、意思をもつこと
　②その活動中、また活動を通じて充実感を味わうこと（活
動とは生活も遊びも含む）
　③子どもが自ら行動する、活動を生み出す、展開する、
自主的にしようとすること
　④その活動や展開に意欲をもつ、子どもにとって意味あ
るものになっていること
　⑤その活動を意味あるものと認識し、必要感をもつこと
　⑥何らかの行為を行ったり、意思をもつ者として、個の
存在として捉える視点
　この6つの要素と、本研究で見出した9つの事柄を照ら
し合わせてみると、大きな違いがあることが分かる。先に
断っておくと、以前の研究で対象とした文書は本研究のも
のとは異なっている。以前の研究では幼稚園教育指導書の
他、平成元年幼稚園教育要領解説書も対象としており、ま
た、本研究では幼稚園教育指導書に限定しているが、以前
の研究よりも文章を広く抜き出して分析している。しかし、
関連の強い要素が大きく異なることは、何らかの意味があ
ると考えられる。
　まず、6つの要素のうち①②③④は本研究で整理した9
つの事柄と重なる。
　一方、6つの要素のうち⑤⑥は9つの事柄に直接的には
重ならない。⑤は子どもが自身の生活の中でその子なりに
その活動の意味を認識したり、必要性を感じたりすること
である。文章⑤に「身近な物や出来事などが幼児の生活に
意味をもつようにすることなども大切である。」とあり、
生活の中での意味に触れているが、活動の意味や必要感と
は異なる。⑥は子どもを主体として捉える視点であり、①
～⑤の基盤となるものとして位置づけたものである4）。こ
の要素間の関係性から考えてみると、本研究で基盤として
位置づけたク）安定、安心すること、と、ケ）保育者の存
在、保育者との関係が近いと考えられる。
　この2つの要素は、今回分析対象としなかった「平成元
年幼稚園教育要領解説書」に多く含まれていたものである。
このことから、「主体（性／的）」を巡る解説の内容に違い
があることが分かる。更には、幼稚園教育指導書という公
的な性格の文書と、対談形式で補足された「平成元年幼稚
園教育要領解説書」では、表現の形式や表現できる範囲が
異なると考えられるのである。
　このことから、今後は「平成元年幼稚園教育要領解説書」
の中で「主体（性／的）」について言い表そうとしていた
ことは何か、その本質を明らかにすると共に、「主体（性
／的）」な在り方について包括的な視点から保育実践事例
と結び付けて具体的に検討していきたい。
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文章番号 「主体性／的」を含む文章抜粋 要点
①
ｐ22
　一般に、幼児期は、自分の生活を離れて知識や技能を一方向的に教えられ
て身に付けていく時期ではなく、生活の中で自分の興味や欲求に基づいた直接
的・具体的な体験を通して人間形成の基礎となる豊かな心情や、物事に自分か
らかかわろうとする意欲や健全な生活を営むために必要な態度などが培われる
時期であることが知られている。すなわち、この時期の教育においては、生活
を通して幼児が周囲に存在するあらゆる環境からの刺激を受け止め、自分から
興味をもって環境にかかわることによって様々な活動を展開し充実感を味わうと
いう体験が重視されなければならない。
　本来、人間の生活や発達は、周囲の環境との相互関係によって行われるも
のであり、それを切り離して考えることはできない。特に幼児期は心身の発達
が著しく、環境から影響を大きく受ける時期である。したがって、この時期に
どのような環境の下で生活し、その環境とどのようにかかわったかが将来にわ
たる発達や人間としての生き方に重要な意味をもつことになる。
　幼稚園教育においては、幼児期の発達の特性を踏まえて、その目的や目標
が有効に達成されるように、幼児の生活の実情に即した教育内容を明らかにし
て、それらが生活を通して幼児の中に育てられるように計画性をもった適切な
教育が行われなければならない。
　これらのことから、その環境にかかわって幼児が主体性を十分に発揮して展
開する生活を通して、望ましい方向に向かって幼児の発達を促すようにすること、
すなわち「環境を通して行う教育」が基本となるのである。この幼稚園教育の
基本が幼稚園教育のあらゆる場で貫かれることによって、すべての幼稚園が幼
児の発達を促すための充実した生活の場となり、幼稚園教育としての教育機能
を有効に果たすことになるのである。
幼児期は、生活を通して幼児が環境か
らの刺激を受け止め、自分から興味を
もって環境にかかわることで活動を展開
し充実感を味わう体験が重要である。
特に幼児期はどのような環境の下で生活
しどのような環境とかかわったかが重要
である。
教育は、幼児期の発達の特性を踏まえ、
幼児の生活の実情に即した、計画性を
もって行うことが必要である。
これらのことから、環境にかかわって幼
児が主体性を十分に発揮して展開する
生活を通して発達を促す、「環境を通し
て行う教育」が基本となる。
②
ｐ26
　幼児期は生活の流れの中で、自分の興味や関心に基づいた直接的具体的な
体験を通して発達に必要な様々な力を獲得していく時期であり、幼稚園の生活
においては、幼児が主体的に環境とかかわって十分に活動を展開できるように
し、充実感や満足感を味わえるようにする必要がある。
幼児が主体的に環境とかかわって十分
に活動を展開し充実感を味わうことが、
自分の興味や関心に基づいた直接的具
体的な体験を通して発達していくことに
なる。
③
ｐ26
　この時期の遊びは大人の社会で言う仕事や勉強と対比させていう遊びとは異
なり、幼児が自分から興味や関心をもって環境に主体的、意欲的にかかわり、
心や体を働かせて活動をつくり出し展開する働きの全体を指しているものであ
る。この時期の幼児の生活のほとんどは、こうした遊びで占められていると言
えよう。幼児は遊ぶことを通して、達成感、挫折感、葛藤、充足感を味わうなど、
様々な体験を重ねながら心身の調和のとれた発達の基礎を身に付けていく。つ
まり、自発的な活動としての遊びは幼児期の重要な学習なのである。
幼児が自分から興味や関心をもって環
境に主体的、意欲的にかかわり、心や
体を働かせて活動をつくり出し展開する
（遊び）ことで、心身の調和のとれた発
達の基礎を身に付けていく。つまり遊び
は学習である。
④
ｐ42
　幼稚園教育は、幼稚園教育要領の第１章に示している幼稚園教育の基本に
基づいて幼児が幼稚園生活を展開し、その中で心身の発達の基礎となる体験
を得ることによって行われるものである。幼児期は、生活の中で、自発的、主
体的に環境とかかわりながら直接的・具体的な体験を通して、生きる力の基礎
となる心情、意欲、態度などを身に付けていく時期である。したがって、幼稚
園教育においては、こうした幼児期の特性を考慮して、このような心情、意欲、
態度などがそれぞれの幼児の中に培われるようにすることを具体的な目標として
捉える必要がある。
幼児が幼稚園生活を展開する、即ち生
活の中で自発的、主体的に環境とかか
わりながら直接的・具体的な体験を通し
て、心情、意欲、態度などが培われるこ
とを目標として捉える必要がある。
（資料 1）
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⑤
ｐ69
　環境を構成するという言葉は、いろいろな遊具、用具、素材などを組み合わ
せたり並べたりすることというように受け止められることがあるが、単にそうした
ものの構成のみを指しているのではない。環境には物や人、自然や社会の事象、
時間や空間、それらがかもし出す雰囲気など様々な要素が含まれているが、そ
うしたものを相互に関連させながら、幼児の興味や関心に即して主体的な活動
を促し、その活動の中で必要な体験を重ねていけるような状況をつくり出すこ
となのである。
　このような状況を作り出す上では、幼児が直接に操作する対象となる素材、
遊具、用具などをどのようにしたらよいかを考えなければならないのは当然であ
るが、周囲の自然などの事象に興味をもたせたり、身近な物や出来事などが幼
児の生活に意味をもつようにすることなども大切である。また、幼児同士のコミュ
ニケーションを図ったり、幼児の発想や活動を交流させたりすることも欠くこと
ができないことである。こうした環境の構成の中で幼児の行動の仕方やものの
見方、考え方のモデルとなるなどの教師の環境的役割が重要な部分を占めるこ
とに留意する必要がある。
幼児が興味や関心に即して主体的に活
動できるためには、幼児が直接に操作
する対象をどうするかということ、周囲
の自然などの事象に興味をもたせるこ
と、身近な物や出来事などが幼児の生
活に意味をもつようにすること、幼児同
士のコミュニケーション、教師の環境的
役割が重要である。
言い換えれば、主体的に活動するため
には、直接対象を操作したり、自然など
の事象に興味をもったり、自身の生活と
身近な事物の繋がりを感じたり、友達と
のコミュニケーションや、教師の存在が
重要である。
⑥
ｐ75
　幼児は、自分が教師にいつも温かく見守られ、受け入れられているという安
心感が得られると、自分から周囲に働きかけ安定して活動に取り組むようにな
る。幼児が主体性を発揮して幼稚園生活を営むためには、教師と幼児の間に
信頼関係が築かれ、幼児の情緒が安定していることが必要である。
　幼児との間の信頼関係は、教師が幼児と生活を共にしながら、幼児の行動
や発見、努力、工夫、感動などを温かく受け止めて、認めたり共感したり励ま
したりして心を通わせることで育てられていく。こうした教師の営みは、幼児を
理解しようとすることであり、幼児の活動が望ましい方向に展開するための援
助でもあると言えるものである。
主体性を発揮することは、自分から周囲
に働きかけ安定して活動に取り組むこと
でもある。
幼児が主体性を発揮して幼稚園生活を
営むためには、教師と幼児の間に信頼
関係が築かれ、幼児の情緒が安定して
いることが必要である。
⑦
ｐ77
　環境を通して教育を行うことの意味は、幼児が主体性を十分に発揮しながら
生活し、幼児期に育つことが期待されるものを着実に獲得していけるようにす
ることを目指している。このような趣旨に基づいて教育を進めるためには、幼児
が行う具体的な活動がどのようにして選択され展開されることが必要かを理解
することが大切である。　～中略～
　この場合、幼児が行う活動は環境の構成の仕方によって方向付けられるが、
幼児の発達の実情や環境の受け止め方によって一定のものとはならず、教師が
予想するものとは違った展開をすることが考えられる。そうした場合にも、幼
児の発想やそこに展開された活動を大切にしながら、幼児が望ましい方向に向
かって自ら活動を展開していけるように環境を再構成するなどの適切な援助を行
うことが大切である。
　こうしたことから、幼児の行う具体的な活動は教師の適切な援助の下に、幼
児が環境とのかかわりを通して選択し展開されるものであり、幼稚園教育要領
に示された領域のねらいや内容と直接的、固定的に対応したものであったり、
教師が一方的に選択して幼児に与えたりするものではないと言うことができる。
主体性を十分に発揮しながら生活し、
着実に育っていくためには、幼児が行う
具体的な活動がどのようにして選択され
展開されることが必要かを理解すること
が大切である。
幼児の環境の受け止め方によって活動は
一定のものにはならず、幼児の発想や展
開された活動を大切に、自ら活動を展開
していけるよう環境の再構成をする。
教師の適切な援助の下に、幼児が環境
とのかかわりを通して選択し展開される
ものである。
⑧
ｐ82
１幼児の主体性と指導の計画性
　これまでの幼稚園教育においては、教師が望ましいと考える活動を幼児に行
わせようとする傾向が多く見られていた。しかし、活動が幼児自身の興味や関
心から生まれたものでなかったり、教師の指示だけに従って行うものであったり
すれば、自分で周囲のものに働き掛けようとする意欲が育てられなかったり満
足感や充実感が伴わないなど、着実な発達を促す結果とはならない。
　幼稚園教育においては、幼児期の発達の特性から、幼児が自分から周囲の
環境とかかわり、活動を展開する充実感を十分に味わいながら、発達に必要
な体験を積み重ねていくことを大切にしなければならない。また、幼稚園にお
いて幼児が他の幼児とかかわり合いながら主体性を発揮して生活を営むことは、
物事に取り組む意欲や態度を育てる上できわめて重要な意味をもっている。
　幼児が自分から環境とかかわって活動を展開する姿を大切にしたいと願って
も、その環境が発達に応じたものでなかったり、活動に対して適切な指導が行
われなかったりすれば、幼児の興味や関心は引き起こされず、活動を通しての
経験も発達を促すものとはならない。したがって、こうした幼児の主体性を大
切にすることは、幼児の行う活動をそのままに放置したり教師の計画性のある
指導を否定したりすることではない。
周囲のものに働き掛ける意欲が育ち、
満足感や充実感が伴う着実な発達を促
すためには、教師の指示だけに従うの
ではなく、幼児自身の興味や関心を基
にした活動が必要である。
幼児が他児と関わり合いながら主体性
を発揮して生活を営むことは、意欲や態
度を育てる上で重要である。
幼児が自分から環境とかかわって活動を
展開するような主体性を大切にするため
には、発達に応じた環境構成や適切な
指導が必要である。
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⑨
ｐ83
　これまで、指導計画を立てると、その計画通りに幼児に活動を展開させよう
とすることが多く、そのために、指導計画を作成することは幼児の主体性を阻
むことになるとして、計画そのものを否定する考え方が出てくることも見られた。
　どのように綿密に考えられた計画であっても、それは単なる予想であって、現
実の幼児の生活はその通りに展開するものではない。特に、幼稚園教育の基
本は環境を通して行うものであり、環境に幼児がかかわって生まれる活動は一
様ではない。時には、教師の予想とは違った展開をすることも往々にして見ら
れる。
　また、そうした実際に活動する姿から、指導計画を作成する際に設定したね
らいや内容と幼児の発達の実情とのずれに気付くこともある。
環境にかかわって生まれる活動は一様で
はなく、計画は予想でり、主体性を阻む
ことにはならない。
ねらいや内容と幼児の発達の実情との
ずれに気付くこともある。
⑩
ｐ84
　幼児の主体性を発揮させながら望ましい方向に向かって計画性のある指導を
行うためには、幼児のかかわる環境をどのようにつくり出すかが重要なものとな
る。環境は具体的なねらいや内容に基づいて構成されるものであり、ねらいや
内容は幼児の発達の過程に即応して設定されるものであるので、幼児が環境に
かかわって活動を展開することの中で計画性のある指導が実現できることにな
る。
幼児の主体性を発揮させる指導には、
幼児の発達の過程に応じたねらいや内
容に基づいた環境構成が重要である。
これが計画性のある指導となる。
⑪
ｐ89
　指導計画を作成し実際の指導を展開するにあたっては、環境をどのようにつ
くり出していくかが、幼児が主体性を十分に発揮しながら具体的なねらいに向
かって必要な体験を得ていけるかどうかを左右する鍵となる。
　そのために、具体的なねらいを達成していくために幼児がどのような体験を
することが必要かを、幼児の生活する姿に即して捉えることが大事である。そ
のような体験が得られるような状況を、遊具や用具などの物や他の幼児や教師
などの人、身の回りに起こる事象、時間、空間などを関係付けてつくり出して
いくことが環境を構成していくことなのである。
環境をどのようにつくり出していくかが、
幼児が主体性を発揮し、必要な体験を
得る鍵となる。そのためには、幼児の生
活する姿に即して、必要な体験を捉え、
そのような体験が得られるような状況を
つくり出していく。これが環境構成であ
る。
⑫
ｐ91
　具体的な指導は、このような循環の中で行われるものであり、指導計画はこ
うした循環について具体的な予想をもつことであると言うこともできる。実際の
場面では、幼児が環境にかかわって様々な活動を生み出すことになるが、そう
した幼児の主体的な営みを大切にしながら、幼児が望ましい方向に向かって自
分で活動を展開していけるような適切な援助を行わなければならない。そのた
めに、あらかじめ環境にかかわって活動する幼児の姿を予想し、それぞれにつ
いてどのような教師の援助が必要となるかを考えておく必要がある。
　この場合の教師の援助は、環境を再構成することや承認、激励、助言など
の直接的な援助を行うことであり、その援助はあくまでも幼児が自分で活動を
展開し、ねらいを達成していけることに向けて行うことが大切である。
幼児が環境にかかわって様々な活動を
生み出すような主体的な営みを大切にし
ながら、適切な援助を行うためには、幼
児の姿の予想と援助の想定が必要があ
る。
この援助は、環境の再構成や直接的援
助である。
⑬
ｐ98
　行事は本来、幼児の生活に変化や潤いを与えるものであり、幼稚園生活に行
事を適当に取り入れることによって、幼児の活動意欲を高めたり、幼児同士の
交流を盛んにするなど、発達を促す上で意味をもつことになる。
　しかし、行事はその性格上、取扱い方によっては、外見的な展開や成果を求
めたり、幼児の生活の流れや興味、関心などがなおざりにされてしまうこともあ
る。行事を選択するに当たっては、幼児の発達の過程や幼稚園生活の流れか
らみて適切なものかどうかを十分に検討して精選することが大切である。また、
その指導に当たっては、幼児がその行事に主体的に取り組めるように配慮する
必要がある。
行事は生活に変化や潤いを与え、活動
意欲を高めたり、発達を促す上で意味が
あるが、幼児の興味、関心などがなおざ
りにされてしまうこともある。幼児がそ
の行事に主体的に取り組めるように配
慮する必要がある。
⑭
ｐ101
　これまでに述べたように、幼稚園の教育は幼児期にふさわしい生活を通して
創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うことを目指して進められる
ものである。こうした幼稚園生活の中で培われるものは、特定の教科の内容と
接続するものではなく、小学校以降のすべての生活や学習の基盤となるもので
あって、その観点から教育内容の接続が考えられている。
主体的な生活態度などの基礎は、特定
の教科の内容と接続するものではなく、
小学校以降のすべての生活や学習の基
盤となるものである。
⑮
ｐ106
　幼児の活動は、第３章で述べているように、具体的なねらいや内容に基づい
て構成された環境に幼児がかかわることによって生み出され、展開されるもので
ある。したがって、各幼稚園において指導計画を作成し実際の指導を行うため
には、具体的な「ねらい」や「内容」と「環境」や「展開される活動」との関
係を十分に理解する必要がある。すなわち、幼児の主体的な営みを十分に生
かし、その中で発達に必要な体験が得られるようにするには、幼児の行う様々
な活動がどのような背景の中で生まれ、どのような意味をもつかということを把
握して指導に生かしていくことが大切である。
幼児の主体的な営みを十分に生かし、
その中で発達に必要な体験が得られる
ようにするには、幼児の行う様々な活動
がどのような背景の中で生まれ、どのよ
うな意味をもつかということを把握して
指導に生かしていくことが大切である。
片川智子：保育における「主体」という言葉についての考察Ⅳ
−　 −47
⑯
ｐ140
　入園して間もない時期は、幼児が教師の動きに敏感に反応し、教師を中心
にして活動が広がるなど、教師の存在が極めて大きい時期である。中には、い
つも教師の回りいる幼児もいる。この時期には、教師は、幼児の安定したいと
いう気持ちを受け止めながら、幼児が教師と共に楽しく過ごせるようにするには
どうしたらよいかを考えていくことが大切である。
　教師との関係が安定し幼稚園生活が充実してくるにつれて、教師の回りと言
う場のもつ意味が少しずつ変わってくる。例えば、安定と同時に一層の刺激を
求めるようになり、面白そうな遊びやお話や歌などを期待しながら集まる。この
場合、一見幼児が受け身のように思われるがそうではない。教師の話を聞きな
がら空想の世界を広げたり、教師の回りに集まって皆でゲームなどを楽しみなが
ら気分転換をし、また自分たちの新しい生活に臨むなど、幼児は主体的である。
このような幼児の期待を的確に捉え、いつどこで、どのように新しい刺激とな
る場をつくっていくかについて、幼児の生活や発達を見通した上で考えていく必
要がある。
入園の頃は教師の存在が極めて大きい
時期であり、幼児の安定したい気持ちを
受け止め、共に楽しく過ごせるための援
助を考えていくことが大切である。
教師との関係が安定してくる頃は、一
層の刺激や遊びなどを期待して集ってお
り、幼児は主体的である。幼児の期待
を捉え、生活や発達を見通した場作り
が必要である。

